













マにして編集された論集である。本学会会員である岩城見一,太 田喬夫,吉 積健の3氏 が
共著者として参加されている。
岩城会員は,第2章 「芸術 ・反芸術 ・非芸術」の第1節 「オブジェー自然への回帰」と
いうテーマの下に,「オブジェ」という現代的観念の意義を論じ,20世紀の種々の美術動
向や作 品の中に 「オブジェ性」を検証 されている。太田会員は,第2章 の第2節 「ポッ
プ ・アー トー 俗物の芸術一」 と題 され,「ポップ ・アー ト」をテーマとして,そ の大衆性
とアバ ンギャルド性を具体的作品に即 して論及されている。吉積会員は,第3章 「テクノ
時代の芸術」の第2節 「デザインと現代芸術」を分担され,近代デザインを機械芸術と捉
えるとともに,機械技術およびそれを支える理知的合理的精神に基づいた20世紀芸術のあ
り方を論 じ,複製,大 衆性,無 名性 といった共通性が問題にされている。







③ オー ウェ ン ・ジョー ン ズ編 著 『世 界 装 飾 文様2020』(原題 『TheGrammarof
Ornaments)
日本語版解説:佐 野敬彦 ・渡辺真,1987年,2分冊,東京,学 習研究社











とも会員諸氏.より編集部あて情報提供 をお願いする次第です。(文 責 渡辺)
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